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「
玉
葉
』
は
長
寛
二
年
（
二
六
四
）
か
ら
建
仁
三
年
（
一
二
○

三
）
に
至
る
三
十
九
年
間
に
及
ぶ
公
卿
・
九
条
兼
実
の
日
記
で
あ

る
。
そ
の
詳
細
な
る
記
述
は
、
古
代
末
期
か
ら
中
世
初
期
の
政
治

や
文
化
等
を
知
る
上
で
の
一
級
の
資
料
で
あ
る
。

本
書
中
の
湯
治
関
係
の
用
語
に
は
、
「
湯
治
」
二
十
回
（
内
「
兼

実
」
を
主
語
に
含
む
と
思
わ
れ
る
も
の
十
五
回
）
の
ほ
か
、
関
連
用

語
と
し
て
「
潮
（
湯
）
」
四
回
、
「
浴
湯
」
三
回
、
「
水
湯
」
二
回
、

「
湯
」
一
回
、
「
浴
」
一
回
、
「
桑
湯
」
一
回
が
見
出
さ
れ
る
。

湯
治
の
具
体
的
な
手
順
を
伝
え
る
記
事
と
し
て
は
、
「
湯
治
」
と

い
う
語
が
初
見
す
る
治
承
三
年
（
二
七
九
）
二
月
二
十
八
日

「
今
日
よ
り
湯
治
を
始
む
。
来
月
四
日
よ
り
潮
湯
を
始
む
く
し
。
今

日
先
づ
水
湯
に
浴
す
な
り
。
但
し
今
日
吉
日
た
る
に
依
り
、
形
の

如
く
潮
に
浴
し
始
め
了
ん
ぬ
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
後
治
承
三

年
三
月
十
九
日
「
湯
治
今
已
に
了
ん
ぬ
」
ま
で
の
二
十
二
日
間
、

２
『
玉
葉
』
に
お
け
る
九
条
兼
実
の
湯
治

寺

川

華
奈

潮
水
に
始
ま
り
、
水
湯
ｌ
潮
湯
（
九
日
）
ｌ
桑
湯
（
三
日
）
ｌ
水
湯

（
四
日
）
と
続
く
。
こ
れ
は
単
な
る
湯
で
は
な
く
、
潮
（
塩
）
や
桑

を
用
い
て
治
病
せ
ん
と
す
る
例
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
例
は
む
し

ろ
稀
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
れ
に
よ
り
湯
治
が
あ
る
一
定
の
期
間
を
も
っ
て

行
わ
れ
た
事
が
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
こ
れ
以
降
「
今
日
よ
り
湯

治
を
始
む
（
二
回
）
」
「
忽
に
湯
治
を
企
つ
（
一
回
）
」
「
吉
日
に
よ
り

浴
始
む
二
回
と
と
す
る
記
述
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
湯
治
の
終

了
を
示
す
記
述
は
、
先
の
第
一
回
目
の
湯
治
の
そ
れ
の
み
で
あ

つ
（
》
Ｏ

さ
て
そ
の
効
果
は
と
言
え
ば
、
残
念
な
が
ら
湯
治
に
よ
り
病
が

軽
減
し
た
と
い
う
記
載
は
見
あ
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
「
湯
治
（
浴

湯
）
の
余
気
快
か
ら
ず
（
各
一
回
）
」
、
「
湯
治
の
後
風
病
快
か
ら
ざ

る
（
一
回
）
」
な
ど
と
見
え
、
さ
ら
に
は
「
持
病
更
に
発
る
こ

回
こ
を
験
者
の
加
持
に
よ
り
、
ま
た
「
弥
温
気
増
す
二
回
）
」
を

丸
薬
に
よ
り
収
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
な
お
湯
治
が
行
わ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か

ら
で
あ
ろ
う
か
。

湯
治
の
記
載
は
兼
実
三
十
一
歳
か
ら
五
十
歳
の
間
に
見
ら
れ
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る
。
こ
の
時
期
は
律
令
制
の
動
揺
と
武
士
の
拾
頭
を
背
景
と
し

て
、
右
大
臣
で
あ
っ
た
兼
実
が
頼
朝
と
結
び
つ
き
、
ま
た
内
覧
・
議

奏
公
卿
を
経
て
、
念
願
の
摂
政
・
関
白
と
な
っ
て
活
躍
す
る
も
、
頼

朝
が
政
敵
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
四
十
八
歳
で
失
脚
す
る
と
い

う
、
激
動
の
二
十
年
で
あ
る
。
一
方
、
宗
教
面
で
は
、
平
安
初
期

に
流
行
し
た
現
世
安
楽
を
躯
う
観
音
信
仰
よ
り
も
む
し
ろ
「
主
観

的
に
は
後
世
に
憧
慢
し
っ
っ
、
実
は
現
世
の
自
己
を
浄
化
（
井
上

光
貞
著
「
井
上
光
貞
著
作
集
」
第
九
巻
一
五
七
頁
・
岩
波
書
店
、
一
九
八

五
年
刊
）
」
す
る
浄
土
教
が
貴
族
の
生
活
に
大
き
く
影
響
し
て
い

た
。
『
玉
葉
』
中
に
も
兼
実
が
礼
拝
・
看
経
・
念
仏
・
受
戒
等
と
い
っ

た
信
仰
行
為
を
定
期
的
あ
る
い
は
臨
時
に
営
ん
だ
と
い
う
記
載
が

こ
う
し
た
な
か
で
兼
実
は
し
ば
し
ば
風
病
を
患
っ
て
お
り
、

「
桑
湯
」
を
用
い
た
の
も
、
桑
が
中
風
に
効
果
の
あ
る
薬
草
で
あ
っ

た
た
め
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
桑
湯
」
「
潮
湯
」
と
い
っ
た
、
具
体
的
に
症

状
と
関
わ
り
合
い
の
あ
る
湯
治
が
第
一
回
目
の
湯
治
以
降
に
は
出

現
し
な
い
こ
と
や
、
湯
治
に
因
っ
て
症
状
が
増
悪
す
る
も
、
繰
り

返
し
、
し
か
も
単
発
的
に
で
は
な
く
「
今
日
か
ら
始
む
」
と
し
て

数
多
く
見
ら
れ
る
。

計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
単
に
治
病
手
段
と
し

て
だ
け
で
は
無
く
、
信
仰
に
則
っ
た
行
為
と
し
て
湯
治
を
位
置
づ

け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
す
る
。

な
お
我
が
国
に
お
い
て
湯
治
と
言
え
ば
、
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉

集
」
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
有
馬
や
伊
予
等
の
温
泉
場
へ
向
か
い

療
養
す
る
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
が
、
「
玉
葉
」
で
は
文
治
二
年
八
月

二
十
六
日
「
兼
忠
病
い
に
依
り
湯
治
の
た
め
有
間
に
下
向
す
」
と

あ
る
だ
け
で
、
兼
実
自
身
が
湯
治
場
へ
向
か
う
と
い
う
記
載
は
見

当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
「
湯
治
」
が
出
現
す
る
記
録
と
し
て
は
特

異
な
点
と
言
え
よ
う
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


